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平
山
輝
男
博
士
編

「
全
国
ア
ク
セ
ン
ト
辞
典」

を
手
に
し
て

11111111111書わ
れ
わ
れ
は 、
先に
「
全
国
方
言
辞
典」 、
つ
づ
い
て
「
分
類
方
言
辞
典」

を
得た 。
今こ
こ
に
全
国の
ア
クセ
ン
トに

関
係
する
学
者 、
教
育
者 、
そ

し
て 、
一
般の
人々
の
久
し
く

待
望し
てい
た
本
書
「
全
国ア
クセ
ン
ト

辞

典」
を
得て 、
わ
た
く
し
た
ち
の
喜
び
は
まこ
と
に
大
きい 。
思
うに 、
こ

う
し
た
全
国
的
な
ア
ク
セ
ン
ト

辞
典を
編
纂す
る
た
め
に
は 、
ま
ず
もっ
て

その
人
を
得な
け
れ
ば
な
ら
なレ 。
そ
うい
う

意
味で
最
も
ふ
さ
わ
しレ
人

と
し
て
平
山
博
士を
挙げ
る
こ
と
に
誰し
も
異
存は
ない
で
あ
ろ
う 。
ま
さ

に
作り
出
さ
るべ
き
人に
よっ
て
作り
出さ
れ
た
もの
で
あ
り 、
こ
の
種
辞

書の
世に
出る
こ
と
の
遅い
の
を
嘆い
てい
た一 .
人
と
し
て
まこ
と
に
う

れ

しい
こ
と
で
あっ
た 。
本
書二
八
頁か
ら六
七
頁の
問 、
一
音
節
名
詞「
柄」

か
ら
四点目
節
形
容
詞
「
ひ
と
しい」
ま
で 、
計五
O五
語
の
基
本
語
繋の
ア

クセ
ン
ト

が 、
北は
札
幌か
ら
南は
鹿
児
島
ま
で 、
全
国一
四
カ
所につ
い

て一
覧
表と
し
て
記
載し
て
あ
る 。
巻
頭の
色
分
け
の
全
国ア
クセ
ン
ト

分

布
図と
と
もに 、
こ
れ
は
博
士が
学
生
時
代か
ら
今
日
ま
で 、
三
O
年の
長

い
問 、
あ
るレ
は
酷
暑の
田
舎
道を 、
あ
るい
は
雲に
閉じこ
め
ら
れた
山

脈の
中を 、
北は
樺
太か
ら
南は
琉
球
まで 、
実
地に
踏
破
さ
れ
た
二
八
O

O
余カ
所の 、
博
士に
とっ
て
は
生
涯の
記
録で
あ
り 、
その
縮
図で
あ
る
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こ
と
を
思
うと
き 、
同
じ
道に
志し 、
その
労
苦をい
さ
さか
で
も
知っ
て

い
る
私に
とっ
て
は 、
卒
然
襟を
正
さ
し
め
る
もの
が
あ
る 。
辞
書を
編
纂

する
とい
うこ
と
は 、
その一
語一
一拾が 、
一
つ
ずつ
孤
立
し
てい
る
の
で

あっ
て 、
一
字一
句ゆ
る
が
せ
に
は
出
来ない
こ
と 、
まこ
と
に一
般の
書

と
は
比
較に
な
ら
ない
比
重を
持つ 。
そ
れ
が
他に
類
告の
あ
る
場
合に
は

比
較
検
討
する
こ
と
も
出
来る
が 、
前
人
未
踏の
もの 、
前
例の
ない
もの

に
あっ
て
は 、
その
苦
心は
想
像に
余り
あ
る
で
あ
ろ
う 。

私は
こ
うし

た

大
著に
対し 、
こ
れ
が
設評を
書
く
な
ど
もと
よ
り

適
任で
は
ない
が 、
た

だ一
つ 、
私が
験
尾に
附し
て 、
実
地
踏
査に
苦
労し
てい
る
とい
うこ
と

で 、
敢て
お
引
き
受け
し
た
の
で
あ
る 。
し
た
がっ
て 、
今の
場
合 、
日
夜

使
用さ
せ
て
戴
くとい
う

立
場か
らこ
の
点は
便
利で
あ
り 、
こ
の
と
こ
ろ

は
将
来こ
う
あ
り
たい
と 、
望
外の
こ
と
を
申し
述べ
て
書
却叶に
代
え
たい

と田Uう 。
「
全
国ア
クセ
ン
ト

辞
典」
と

言っ
て
も 、
全
国の
すべ
て
の
ア
クセ
ン

ト
が
記
載
さ
れ
てレ
る
わけ
で
は
ない 。
も
ち
ろ
ん
その
よ
う
なこ
と
は
不

可
能なこ
と
で
あ
る 。
本
3は
その
代表と
し
て 、
東
京 、
京
都 、
鹿
児
島

の
ア
ク
セ
ン
ト

が 、
木
文
約一
O
万
語に
わ
たっ
て
記
載さ
れて
い
る 。
平



「全国ア ク セ ン ト 辞 典」 を 手にし て

山
博
士に
よ
れ
ば 、
全
国の
ア
クセ
ン
ト

の
系
譜は 、
京
都
式ア
クセ
ン
ト

(
第一
種
と
呼
ぶ)
か
ら
東
京
式ア
クセ
ン
ト(

第二
種
と
呼
ぶ)
が
派
生し 、

東
京
式ア
クセ
ン
ト

か
ら
更に
鹿
児島
ア
クセ
ン
ト

(
第三
種と
呼ぶ)
が

派
生し 、
こ
れ
は
さ
らに一
型
ア
クセ
ン
ト 、

崩
壊ア
クセ
ン
ト
とつ
づ
く

もの
で
あ
る
とい
う 。
し
た
がっ
て 、
全
国の
代
表と
し
て
京
都・
東
京・
鹿

児
島の
三
カ
所の
ア
クセ
ン
ト

が
記
載さ
れた
の
で
あ
り 、
こ
の
種の
辞
典

の
性
質か
ら
言っ
て
も
当
然の
こ
と
で
あ
る 。
も
ち
ろ
ん
更に
広
く 、
第一

種と
し
て
は
和
歌
山
や
高
松 、
第二
種と
し
て
は
甲
府や
山口
(
私
は
中
国

地
方の
代
表
と
し
て
は
山口
市
あ
た
り
を
選
び
た
い
て
さ
らに
は
秋
田・

出
雲
あ
た
り
の
ア
クセ
ン
ト

の
全
面
的
記
載を
将
来に
期
待
する
の
で
あ
る

が 、
今
日
の
出
版
事
情で
は 、
無
理
な
注
文で
あ
ろ
う 。

さ
て 、
本
辞
典を
手に
し
て 、
段
大の
喜
び
は 、
な
ん
といっ
て
も 、
は

じ
め
て
京
都ア
クセ
ン
ト

の
辞
書が
完
成し
た
こ
と
で
あ
る 。
日
本
大
辞
典

以
来 、
あ
るい
は
神
保
格
氏の 、
寺
川
喜
四
男・
日
下三
好
両
氏の 、
あ
る

い
は
N
H
K
の 、
最
近で
は
「
明
解
国
語
辞
典」 、
「
明
解日
本
語
ア
クセ
ン

ト
辞
典」
な
ど
数
多
くの
ア
クセ
ン
トに

関す
る
辞
典が
出て 、
東
京ア
ク

セ
ン
ト

に
つ
い
て
は
不
自
由し
な
く
なっ
た
が 、
こ
の
た
び
全日
本の
ア
ク

セ
ン
ト

の
源
流
を
な
す
京
都ア
クセ
ン
ト

の
辞
典の
完
成は
まこ
と
に
劃
期

的な
収
穫で
あ
る 。
私
な
ど 、
こ
と
京
都ア
クセ
ン
ト

の
こ
と
と
な
る
と 、

今
日
ま
で
発
表
さ
れ
た
京
都ア
クセ
ン
トに

関
する
諸
論
文 、
し
か
しい
か

に
集め
得て
も
僅か
な
語
数に
し
か
達せ
ず 、
こ
と
あ
る
ご
と
に 、
楳
垣
実

氏
や
和
田
実
氏を
煩
わ
し
て 、
当
面を
糊
塗
する
よ
りほ
か
に
方
法が
な
か

っ
た 。
そ
う
し
た
こ
と
は
私一
人で
は
ない
だ
ろ
う
し 、
その
都
度さ
ぞ
迷

惑
を
蒙
ら
れ
た
こ
と
で
あ
ろ
う 。

京
都
式ア
クセ
ン
ト

の
領
域は
東
京
式ア

クセ
ン
トに

つ
づ
い
て
広い 。
こ
の
地
方に
住
む
人々

、
教
育
者に
とっ
て

も 、
東
京ア
クセ
ン
ト
と
対比
するこ
と
が
出
来
る
よ
う

に
なっ
た
こ
と

は 、
今
後の
言
語
教
育 、
共
通語
化に
明るい
希
望を
持つ
こ
と
が
出
来る

よ
うに
なっ
た 。一言語
教
育の
中で
も 、
語
実や
語
法は 、
容
易に
共
通一泊同

化
する
こ
と
が
可
能で
あ
る
が 、
ア
クセ
ン
トの

厚い
壁だ
けは 、
容
易に

抜
くこ
と
が
出
来
そう
に
も
な
かっ
た 。
し
か
し
そ
れ
は
不
可
能なこ
と
で

は
な
く 、
恐
ら
く
本
書は 、
今
後 、
こ
の
方
面に
お
い
て
も
劃
期
的な
役
割

を
果
すで
あ
ろ
う 。
あ
る
い
は
論
者 、
「
京
都ア
クセ
ン
ト

は
言
語
教
育の

上か
ら
取
り

去る
心
要は
なレ 、
京
都ア
クセ
ン
ト

地
帯は 、
古
型の
保
存

地
帯と
し
て 、
その
ま
ま
置
け一
と
い
う

人
も
あ
ろ
う 。
そ
れ
も
もっ
と
も

なこ
と
で
あ
る 。
し
か
し 、
ア
クセ
ン
ト

は
決し
て
固
定し
た
もの
で
は
な

く 、
刻一
刻
変
遷しつ
つ
あ
る 。
京
都ア
クセ
ン
ト

な
ど 、
大
阪ア
クセ
ン

ト
に
比べ
て
変化が
先
ん
じ
てい
る 。
オモ
イ
(
思)
↓
オモ
イ
な
ど
O
O

Oか
ら
O
O
Oへ
は
その一
つ
の
例で
あ
り 、
ま
た 、
雨 、
汗
な
ど
が 、
=

音
節
目の
中
途で
下
降
するこ
と
も 、
若い
人
達に
は
漸
次
失わ
れ
る
傾
向

に
あ
る
とい
う 。
ま
た
近
年の
よ
うに 、
ラ
ジ
オ・
テレ
ビ
の
攻
勢に
あっ

て
は 、
京
阪ア
クセ
ン
ト
と
錐
も 、
影
響を
受
け
ずに
は
や
むまい 。
もち

ろ
ん
そ
れ
が 、
東
京
式に
移
行
する
の
で
あ
れ
ば 、
一
向さ
し
支え
ない 。

かつ
て
そ
うで
あっ
た
か
ら
といっ
て 、
現
在の
京
都ア
クセ
ン
ト

が 、
そ

の
方
向に
向
くと
は
限
ら
ない 。
むし
ろ
大
きい
混
乱
さ
え
予
想さ
れ
る 。

金
田一
春
彦
氏の
「
国
語の
ア
クセ
ン
ト

の
時
代
的
変
遷」
(
国
語
と
国
文

学 、
三
五
年
十
月)
に
よ
れば 、
京
都ア
クセ
ン
ト

は
鎌
倉
期・
室
町
期・

現
代に
新た
な
変動
を
迎
え
てい
る 。
東
京
式ア
クセ
ン
ト

の
変遷
期は
明

ら
か
で
は
ない
が 、
京
都ア
クセ
ン
ト

か
ら
派
生し
今日
に
至
る
まで 、
幾
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度か
よ
り

以
上の
大
きい
変
動が
あっ
た
で
あ
ろ
うし 、
ひ
と
た
び
変
化の

動
きが
現わ
れ
る
と 、
急
速に
変
化
する
もの
ら
しい 。
わ
た
く
し
は 、
出

雲ア
クセ
ン
ト

の
二
音
節
四・
五
類の
尾
高
型の
多い
の
は 、
一
時は
中
国

地
方と
同
じ
よ
うに

頭
高
型で
あっ
た
もの
が 、
イ
列
音 、
ゥ
列
音の
低
下

現
象を
発
生し
て
急
速に
尾
高型
に
変
じ
て
行っ
た
もの
と
見る 。
そ
れ

は 、
一
般に
考
え
る
ほ
ど
古い
時
代で
は
ない
と
思う 。
ま
た 、
一
型ア
ク

セ
ン
ト 、

崩
壊ア
クセ
ン
トの

地
帯の
人々
に
とっ
て
も 、
同
音
異
義
語の

多い
国
語に
あっ
て
は 、
公
式の 、
ま
た
は
中
央
都
市に
出て
は 、
わ
れ
わ

れ
の
考
え
及ば
ぬ
劣
等
感
も
生じ
るこ
と
で
あ
ろ
う 。
その
た
め
に
も 、
本

替は
全
国
各
地
主
要
な
箇
所の
ア
クセ
ン
ト

を
示し 、
自
己の
置か
れ
てい

る
立
場を 、
はっ
き
り
と
認
識せ
し
め
る
上
か
ら
も 、
大い
に
役
立つ 。
わ

け
て
本
書の
絞
も
大
きい
特
色の一
つ
に 、
文 、
被
合語 、
活
用語
毎に
活

用
形の
ア
クセ
ン
ト 、

その
上
短い
諺の
ア
クセ
ン
ト

ま
で
挙
げ
て
あ
る 。

こ
う
し
た
試は 、
本
警が
は
じ
め
て
で
あ
り 、

真に
役
立つ
辞
典とい
う

意

味の
上で
も 、
一
つ
の
新しい
時
期を
劃し
た
と
も
言うこ
と
が
出
来る 。

で
は
本
警は
如
何に
編
纂・
記
述
さ
れ
てい
る
か 。
ま
ず
巻
頭に
は 、
五

色
刷りの
鮮
や
か
な
全
国ア
クセ
ン
ト

分
布
図が
載せ
て
あ
る 。
北は
樺
太

か
ら
南は
琉
球
ま
で 。
全日
本の
ア
クセ
ン
ト

地
図は
博
士
自
身の
手に
な

る
もの
だ
けに
まこ
と
に
貴
重な
もの
で
あ
る 。
次に
全
国
方
言区
画
図 、

つ
づ
い
て
母
音の
無
声
化の
分
布
図 、
そ
こ
に
は
無
声
化の
目
立つ
地
方

(
九
州
全
部・
出
雲・
関
東・
北
陸・
南
奥
州)
と
目
立
た
ない
地
方が一

目に
し
て
分か
る 。
次に
ガ
行
鼻
濁
音の
用い
ら
れ
る
地
帯と 、
そ
うで
な

い
地
帯 、
両
方ま
ざ
る
地
帯が
こ
れ
もはっ
き
り
と
区
画
さ
れ
てい
る 。
自

ら
歩
き 、
自
ら
た
ず
ね
て
作
成さ
れ
た
もの
だ
けに 、
貴
重
な
分
布
図で
あ

る 。
最
後の
表はエ
列
長
音の
分
布
図で
あ
り 、
エ
!
と
な
る
地
帯とエ
イ

と
イ
を
発
音
する
地
帯が
区
画
さ
れ
て
あ
る 。
便
利で
あ
り

興
味
深い
文
献

で
あ
る 。
序
文・
凡
例に
つ
い
で 、
一
一
頁か
ら二
六
頁
まで
は
「
発
音・

ア
クセ
ン
トの

概
説」
と
題し 、
そ
こ
に
は
ア
クセ
ン
ト

の
定
義 、
東
京

ア
クセ
ン
ト

の
概
説が
述べ
ら
れて
あ
る 。
そ
し
て
ア
クセ
ン
ト

の
定
義 、

東
京ア
クセ
ン
ト

の
体
系
表と
実
際の
発
音の
型が
示し
て
あ
り 、
さ
らに

派
生
節
(
本
書
に
よ
れ
ば
、

二
つ

以
上
の

基
本
節
の
連
な
っ
た

も
の
)
、

つ

ま
り

文と
なっ
た
場
合の
ア
クセ
ン
ト

は
如
何に
発
音さ
れ
る
か
とい
うこ

と
につ
い
て
実
例を
挙げ
て
説
明し
て
あ
る 。
事
実 、
本
書の
特
徴の一
つ

は 、
わ
れ
わ
れが
ア
クセ
ン
ト

を
実
際に
発
音
する
場
合は 、
単語で
は
な

く 、
文で
あっ
て 、
本
書の一
O
万
語が 、
見
出し
語 、
派
生
節 、
活
用
形

に
わ
たっ
て
配
列し
て
あ
るこ
と
で
あ
る 。
単に
単語の
ア
クセ
ン
トの

み

を
知り
得て
も 、
実
際の
役に
立た
ない
場
合が
多い 。
ま
し
て 、
活
用
語

は
終
止
形で
用い
ら
れ
るこ
と
は
少く 、
常に
助
動
詞
や
助
詞を
伴うの
で

あ
る 。
名
詞は
句と
な
り

文と
なっ
て
用い
ら
れ
る
の
で
あ
る 。
こ
う
し
た

深レ
配
慮は 、
木
辞
典が
は
じ
め
て
の
こ
と
で
あっ
て 、
利
用
価
値か
らい

っ
て 、
特
筆
すべ
き
点で
あ
る 。
多
くの

基
本
例の
う
ち一 、
こ
を
挙げ
る

と 、
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るで
あ
ろ
う 。
ま
た
「
噛
む」
を
引

け
ば 、-FJ

 

甘

か
門
a田
両句
"

居間
同同
]

θ
@

'E」

可J

、1J

atJ

、
ap--」

ll」

沿
い\
U可
J

uq
巾
1・

uq
4
ヰ・
4
v

uq
k
、
，f

uq
州
4

uf

u守
的
q
仏、

ヰ
ム

形
容
詞
「
長い」
は

、1J
UT
U句
、『
〔
期
rJ
〕

@
@

l」
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l」

ヰ
U守o
uq
v
、切

UT
uq。
巾「
て、
，f

ヰl
述。
山可
ヰh」
てw

ヰ，
uq。
山可
ヰ

、ナ

ヰs
uqe

ーJ

w
q
ヰ
4
u

uT
uq・
4
π
h巾
〔輸
出]

更に「
長い」
の
関
連項
目
と
し
て 、
「
長
さ」
「
長い
目」
「
長い
物」
が
あ

げ
ら
れ 、
こ
れ
が
ま
た
一
長い
物」
の
例で
は 、

ー」

』ll11

1J

、14

1J

UT

uq
久

市

\
〔

S
](
N・
印)

《
間関
口
ヰh
uq
ぷ
市
\
》

ヰ
uq・
4

A叩
\
ド
mU
4
uq
て
ロ
門
様
HUU
斗H
Mげ
〕

な
ど 、
ま
こ
と
に
微に
入
り

親
切で
あ
る 。(《

「全国アクセント辞典」を手にして

国
は
鹿
児
島
ア
ク
セ
ン
ト)
。

出
雲で
は「
噛
む」は 、
カ
ム 、
ヵ
ン
ダ 、
ヵマ
l 、

ヵ7
ナ
イ 、
ヵ
メパ 、

カ
ミマ
ス 、
ヵ
ミ
ワ
シ
ナ
イ 。
「
長い」
は
ナ
ガ
ィ 、
ナ
ガ
カッ
夕 、
ナ
ガ

ケレパ 、
ナ
ガ
ク
ナル 、
で
あ
り 、

終止
形が
カ
ム・
ナ
ガ
イ
と
東
京に一

致
し
て
も 、
活
用
形に
レ
たっ
て
は 、
こ
の
よ
うに

安心は
な
ら
ない 。
利

用
者に
とっ
て
は
ま
こ
と
に
あ
り
が
たい
こ
と
で
あっ
て 、
わ
た
く
し
も 、

こ
う
し
た
活
用
形に
まで
は 、
あ
ま
り

注
意
し
な
かっ
た
こ
と
が
反
省
さ
せ

ら
れ
る 。
そ
れ
は 、
形
容動
詞に
あっ
て
も同

様で
お
る 。
「
静か」
は 、

℃

礼

法
〔
撃
す
]
(
同)

@

lil-

-f」

l!」

い\
川
沿
い
けT」
て"

い\
Uペ
U守
ヰ
守
山
〔
首相]"

い\
UHべ
U守
h喝、

で
あ
り 、
出
雲ア
クセ
ン
トで

は 、
シ
ズ
ヵ 、
シ
ズ
カニ
ナル 、
シ
ズ
カ
ナ

ウ
ミ 、
シ
ズ
カ
ダ
と
なっ
て 、
東
京と
は
か
な
りの

距り
が
あ
る 。
シ
ズ
カ

で
あ
る
こ
と
は
知っ
てい
て
も 、
活
用
形をい
ちい
ち
吟
味
する
こ
と
は
手

数で
あ
り 、

結
局は
知
識に
止
る
場
合が
多い 。
実
際に
は 、
「シズ
カ」
の

み
が
用い
ら
れ
る
こ
と
は
全く
ない
の
で
あ
る 。
ま
た一 t
あ
り
が
と
う」
は

ど
の
辞
書に
もア
リガ
卜
!
と
出し
て
あ
る
が 、
日
用語は
ア
リガ
ト
l ，コ

ザ
イ7
ス
で
あ
る 。
学
校で
は 、
休
憩
時
間 、
昼
食
時
間な
ど
よ
く
用レ
る

言
葉で
あ
る 。
休
恕 、
昼
食 、
時
間と
別々
の
ア
クセ
ン
ト

は
知り
得て
も

複
合
語
と
し
た
場
合 、
キュ
l

ケ
lV一

カ
ン 、
チュ
lシヨ
クノ
ジ
カ
ン
で

あ
る
こ
と
は
示し
て
ない 。こ
れ
らの
複
合語の
ア
クセ
ン
トにつ

い
て
も 、

本
警は
適
確に
ア
クセ
ン
ト

を
示し
て
く
れ
る 。
文に
な
る
と 、
ダッ
シュ

ツニ
セ
lコ
lス

ル 、
ピョ
l

キ
ノ
ナ
オ
リ
ガハ
ヤ
イ 、
マ
ン
ザ
ラ
ウソ
デ

モ
ナ
ィ 、
諺で
は
カ
ワ
イ
サ
ア7
ッ

テ 、
ニ
ク
サヒ
ヤ
クパ
ィ 、
ホ
ト

ケノ

カ
オモ
サ
ン
ド

の
類に
至
る
まで 、
ア
クセ
ン
ト

が
生
命を
持っ
て
躍動
し

てい
る 。
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つ
い
本
文に
立
ち
至っ
た
が 、
概
説の
中に
は
更に
「
党え
や
すい
ア
ク

セ
ン
ト」
と
し
て 、
ヒ
l・
フ
l・
ミ
ー

な
ど
数は
すべ
て
頭
高で
あ
るこ

と 、
コ
レ・
ソ
レ・
ア
レ
は
平
板 、
ナニ・
ドレ・

ダ
レ
な
ど
は
頭一雨 、
幾と
か
何

の
つ
い
た
幾百 、
何
人 、
何
回
も
頭一品 、
女
子の
名
な
ど 、
7
判斗 、
卜

刈

エ
の
場
合は
平
板 、
7
サコ 、
ト

シコ
の
よ
うに
コ
の
つ
い
た
時は
頭
高 、

外
来
語の
多
く
がパ
ン 、
パ
タ
l 、

ポ
ン
プの
よ
うに

頭
高で
あ
るこ
と 、

動
詞の
連
用
形か
ら
来た
名
詞の
う
ち 、
もと
の
動
詞が
平
板
型で
あっ
た

もの
は 、
ツル
↓ツ
リ
ガ
(釣) 、
オ
ワル
l
オ
ワ
リ
ガ(
終)
の
よ
うに
ツ

リ 、
オ
ワ
リは

平
板
型 、
ヵ
ツ
↓
カ
チ
ガ(
勝) 、
タ
ノ
ム
↓タ
ノ
ミ
ガ(
頼)

1J

Ill-吋

の
よ
うに

起
伏
裂の
ア
クセ
ン
ト

の
場
合は 、
カ
チ・
タ
ノ
ミの
よ
うに

尾

高
型と
なっ
て
例
外の
なレ
こ
と 、
更に
附
属
語
を
伴っ
た
場
合
や
未
然

形 、
連
用
形 、
さ
て
は
接
続
語の
つ
い
た
場
合な
ど 、
東
京ア
クセ
ン
ト

に

は一
定の
法
則が
あ
り

(各
地
方
と
も
そ
れ
ぞ
れ一
定の
法
則
に
従っ
て
は

い
る
が
\
も
し
そ
れ
を 、
自
らの
ア
クセ
ン
ト
と
対
比し
て
み
る
な
ら
ば 、

東
京ア
クセ
ン
ト

を
習
得
する
上の
困
難の一
つ
は
解
消
する
で
あ
ろ
う 。

従
来の
辞
書に
も
その
試が
ない
で
は
ない
が 、
まこ
と
に
要
領よ
く

親
切

に
ま
と
め
ら
れて
い
る 。
こ
う
し
た
項
目
が一
四 、
小
さ
く
分
け
れ
ば
二
五

項
目に
なる 。

一
七
頁に
は 、
代
表
方
言の
ア
クセ
ン
ト

(つ
ま
り
第一
種ア
クセ
ン
ト

と
し
て)
と
し
て 、
京
都ア
クセ
ン
ト

体
系が一
覧
表と
し
て
あ
げ
て
あ
り 、

こ
れ
が
実
際の
発
音を 、
語
を
挙げ
て
示し 、
本
文に
記
号で
示し
た
@
θ

白川印)
@
(

rM川)
(
「卜ω)
@(

hrs
@
の
解
説
が
あ
る 。
東
京・

京
都・
鹿
児
島の
三
カ
所の
ア
クセ
ン
ト

を
もっ
て 、
全
国ア
クセ
ン
ト

を

代
表さ
せ
た
の
は 、
前に
述べ
た
よ
うに 、

京
都ア
クセ
ン
ト

(
第一
種)

↓
東
京ア
クセ
ン
ト

(
第二
種)
lv

鹿
児
島ア
クセ
ン
ト

(第三
種)
と 、

日
本
語の
ア
クセ
ン
ト

が
変
還を
重ね
て
来たこ
と
に
よ
るの
で
あっ
て 、

東
京ア
クセ
ン
ト

の
解
説に
つ
い
で 、
京
都ア
クセ
ン
トの

解
説が 、
こ
こ

か
ら
は
じ
まっ
てい
るの
で
あ
る 。
一
八
頁 、
一
九
頁に
は 、
京
都ア
クセ

ン
トの
う
ち 、
動
詞・
形
容
詞の
活
用の
ア
クセ
ン
ト

表 、
一
九
頁 、
二
O

頁に
は 、
複
合
語の
ア
クセ
ン
ト

が
記
載さ
れてい
る 。
例え
ば 、「
行く」

に
つ
い
て
は
次の
よ
うで
あ
る 。

骨骨』円い・
保
守
波
涛
湯
河W
何間適
当W
古同
州問
】W
9
44
泊W

4
叫
門
誌
ハ
〕

4
uy一
\
l
k司令
、4
uq-
ヰI
4
4
u一
、

11
111叶

SPIl
li--

IIL
--d

，」

1」

4
w
u
l
u可

、『
沿
岸ピてよ
h寸
U官
、「
ベ

巾でん

、「
九「

よ
日v
w
マ
4
4
u守
て」て
よ
h寸
4
UN

4
W
7
hT

4
U
1

4
h寸，\
l
h可令

二
O 、
二一 、
二
二
頁に
は
鹿
児
島ア
クセ
ン
トの

体
系が
同
様に
示し
て

あ
る 。第一

種ア
クセ
ン
ト

か
ら
(
第一
種ア
クセ
ン
ト
も
変
化
を
重
ね 、
現に

今
も
京
都は
変
化しつ
つ
あ
る
が)
第三
種の
生
れ
た
過
程と
し
て 、
今の

東
京ア
クセ
ン
ト
と
遊べ
て
考
察
出
来るこ
と
も
興
味
深い
こ
と
で
あ
る 。

二
七
頁
か
ら八
八
頁に 、
全
国ア
クセ
ン
ト

比
較
表が
載
せ
ら
れ
て
あ

る 。
前
半の
六
七
頁ま
で
は
東
京 、
札
幌 、
秋
田 、
松
本 、
沼
津 、
広
島 、

大
分
(以
上
第二
種ア
クセ
ン
ト) 、

京
都 、
兵
庫 、
富
山 、
珠
洲 、
高
知

(
以
上
第一
種ア
クセ
ン
ト) 、

鹿
児島(
第三
種ア
クセ
ン
ト) 、

都
城(
第

四
種一
型
ア
ク
セ
ン
ト)

計一
四
カ
所の一
覧
表で
あ
る 。
一点目
節
名
詞
第

一
類 、
柄・
鮫
ないと一
O語 。
第二
類 、
名・
日
な
ど
五
語 。
第三
類 、
絵・

尾
な
ど一
七
語 。
二
音節
名
詞
第一
類 、
飴・
銭な
ど
四
五
語 。
第二
類 、
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「全国アクセント辞典Jを手にして

石・
岩な
ど一
九
語 。
第三
類 、
足・
網な
ど
三八
語 。
第四
類 、
跡・
栗

な
ど
二
五
語 。
第五
類 、
秋・
汗な
ど一
六
語 。
こ
う
し
て
名
詞
第三
音
節

語 、
さ
らに
動
詞 、
形
容
詞の
そ
れ
ぞ
れ
四
音
節
語
まで
五
O五五回に
わ
た

っ
て 、
類
別の
上 、
各一
四
カ
地
点の
ア
ク
セ
ン
ト

が
詳
細に
記載し
て
あ

る 。
こ
れこ
そ
平
山
博
士が 、
三
O
年に
わ
た
り

直
接に
全
国を
調
査さ
れ

た
縮
図で
あ
り 、

挙げ
ら
れ
た
調
査
語は 、
今
後
新し
くア
ク
セ
ン
ト

を
調

査
する
人
た
ち
に
も 、
よ
い
参
考
資
料で
あ
る 。
こ
の一
覧
表
を
眺
め
る

と 、
た
と
え
ば
「
花」
は 、
京
都・
兵
庫・
高
知ハ
ナ・
ハ
ナ
ガ 、
富
山・

珠
洲ハ
ナ・
ハ
ナ
ガ 、
東
京・
札
幌・
秋田・
松
本・
沼
津・
広
島・
大
分

は
すべ
てハ
ナ・
ハ
ナ
ガ 、
鹿
児
島・
都
城ハ
ナ・
ハ
ナ
ガ 、
第
四
類の

「
跡」
は
京
都・
兵
庫ア
卜・

ア
ト

ガ 、
高
知ア
ト・

ア
ト

ガ 、
秋田
を
除

き
東
京か
ら
大
分
まで
ア
ト・

ア
ト

ガ 、
秋田
ア
卜・

ア
ト

ガ 、
鹿
児
島・

都
城ア
ト・

ア
ト

ガ
で
あ
り 、
動
詞で
は 、
高
松に
近
世
初
期の
型
ウゴ
ク

の
形 、
京
都・
兵
庫は
新しい
ウゴ
クの
形 、
東
京
式ア
クセ
ン
ト

地
帯で

は
ウゴ
ク
な
ど 、
一
覧
表の
中か
ら
歴
史
的に
移
り

行
く
姿
も
くみ
と
れ
て

まこ
と
に
興
味
深い 。
六
九
頁以
下の
後
半は 、
前
半と
同一
語に
つ
い
て

東
京 、
京
都 、
鹿
児
島を
さ
らに
詳し
く
し
た
も
の
で
あ
る 。
た
と
え
ば

16

1111

1111il

」

lt

「
柄」
に
つ
い
て
は 、
東
京エ
ガ 、
京
都エ
l・

エ
l

ガ 、
鹿
児
島エ・
エ

ガ 、
「
厚い」
は 、
東
京ア
ツ
イ・
ア
ツ
クナル 、
京
都ア
ツ
イ・
ア
ツ
1

ナル 、
鹿
児
島ア
ツ
カ・
ア
ツ
ナッ・
ア
チ
な
ど
の
類で
あ
る 。

で
は 、
本
辞
典を
使
用し
て
み
よ
う 。

本
書の
本
文は
全
部で
八
八
八
頁

で
あ
る 。
掲
載
語
数一
O
万とい
う

詳
細な
もの
で
あ
る 。
小
学・
中
学の

国
語
教
科
書・
現
代の
文
学
作
品・
新
関・
雑
誌
な
ど
あ
ら
ゆ
る
方
面か
ら

選
ん
だ
語
葉一
四
万
を一
O
万
語
に
圧
縮こ
れ
を
見
出
し
語、
派
生
語、
例

語 、
活
用
形に
配し 、
全
諸に
東
京ア
クセ
ン
ト 、

全
見
出し
語に
京
都・

鹿
児
島の
ア
クセ
ン
ト

が
付し
て
あ
る 。
巻
頭の
語は
「
あ
l」

で
あ
り 、

次の
通
りで
あ
る 。

EEJ
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l
〔
込山
伊〕
③
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1J
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uy
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リ
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刈
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刈
l
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J
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そ
し
て
「
わ
ん
わ
ん」
で
終る 。

u
v
q
y
[
サ
ト
ぜ
か]
@
②

ー」

1J

q
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q
v、
T
ヰh
hT
T
ー
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l
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叫
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q
い\
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U唱
又
u，
(
山市
荒
涼

)
『
U月』u

q
ぃ、
q
v、
ヰs
hy
門
待
〈
〕

「
キ」
と
「シ」
が
細
字で
あ
るの
は
無
声
化
するこ
と
と
を
表わ
し
た
も

の
で
あ
る 。
ア
l
ワ
ウマ
ク
イ
クマ
ィ 、
ア
l

カ
ケパ
ヨ
カッ
タ
は
派
生
節

で
あ
り 、
と
もに
ア
クセ
ン
ト

が
付さ
れ
てい
る 。
無
声
化
する
音
節は 、

見
出し
語
も
同
じで
あっ
て 、
例え
ば 、

1tlilia-
-l，

、hill-』el」

、Il
li--

11libi--』

uJ川
U丹
市』AW
u ‘川
U戸
山市、AW
U丹
市可
ぃ、
『y
u
w、凶
守

な
ど
見
出し
語
も
すべ
て
細
字で
統一
し
て
あ
る 。
出
雲は
東
京に
比べ
て

事
実
無
声
化が
さ
らに
甚だ
しい
し 、
中
園
地
方一
般は 、
東
京に
比べ
て
や

。
。
。
。
。

や
少い 。
ガ
行
鼻
濁
音は
すべ
て
カ
キ
ク
ケコ
を
以
て
表
わ
す
な
ど
編
纂の

苦
心が
し
の
ば
れ
る 。
本
書は
ア
クセ
ン
トの

辞
典と
共に
発
音の
辞
典で

も
ゐ
る
の
で
あ
る 。

本
辞
典の
八
八
九
頁以
下は
巻
頭に
つ
づ
い
て
更に
「宜 、
名
詞
及
び
名

詞に
助
詞・
助
動
詞が
付い
た
ア
クセ
ン
ト

の一
覧
表・一 、
「町 、
数
詞の
ア

クセ
ン
ト」 、

「V 、
数
詞と
助
数
詞と
が
結
合
する
場
合の
ア
クセ
ン
ト」 、

「明日 、
複
合
語の
ア
クセ
ン
ト」 、

「
姓と
名の
ア
クセ
ン
ト一

覧
表」 、
「羽 、
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動
詞の
活
用
形 、
及
び
動
詞に
助
詞・
助
動
詞が
付レ
た
ア
クセ
ン
ト

の一

覧
表」 、
「立 、
形
容
動
詞の
活
用
形 、
及
び
形
容
動
詞に
助
詞・
助
動
詞が

付い
た
ア
クセ
ン
ト

の一
覧
表」 、
「
X 、
形
容
詞の
活
用
形 、
及び
形
容
詞

に
助
詞・
助
動
詞が
付い
た
ア
クセ
ン
トの一

覧
表」 、
「沼 、
動
詞・
形
容

詞・
形
容
動
詞ア
クセ
ン
ト

分
類
語
実
表」
が
付
さ
れ
てい
る 。
WA
な
ど
は

郷
土
の
ア
ク
セ
ン
ト

を
調
査
す
る
人々
に
とっ
て
も 、
便
利な
語
業
表と
な

る
で
あ
ろ
う 。

以
上が 、
本
書の
構
成の
概
略で
あ
り 、
その
周
到
な
用
意と
親
切
さ
に

お
い
て
は 、
使
用
す
る
もの
の
側と
し
て
は 、
まこ
と
に
至
便で
あ
り 、
ま

た 、
ア
ク
セ
ン
ト

の
よ
き
教
本 、
指
導
書で
も
あ
り 、
まこ
と
に
申
し
分の

ない
辞
書と
言え
る 。
改め
て
本
書を
世に
送
り
出さ
れ
た
人々
に
対し
敬

意
を
表し
た
い 。

こ
こ
で 、
わ
た
く
し
は 、
本
書が
用い
た
記
号に
つ
い
て
述べ
た
い 。

京
都ア
クセ
ン
ト

は 、
前に
も
挙
げ
た
よ
うに

すべ
て
。・
HU
N印-
N­

r
u印
ど
ω
ω
AF

の
数
字で一示し 、
その
説
明は
十
七
頁 、
十

八
頁に
示
し
て
あ
る 。
二
音
節気聞
を
例に
と
れ
ば 、
サ
ケ
(
酒)
は
サ
ケと

発
音さ
れ 、
コ
ノ
がつ
け
ばコ
ノ
サ
ケ
と
なっ
て
「
下が
り
め」
が
無い 。

放
に
0
で
表
わ
す 。
(
東
京
ア
ク
セ
ン
ト
は
こ
の
場
合
コ
ノ
サ
ケ
ガ
と
な
り 、

普
通
こ
れ
も0
で
示
さ
れ
る 。)
カ
サ
(傘)
は
カ
サ
で
あ
る
が 、コ
ノ
がつ

け
ばコ
ノ
カ
サ
と
なっ
て
「
下が
り
め」
が
「カ」
の
前に
あ
る 。
こ
れ
を

ー
で
表わ
す 。
こ
うし
て
実
際
的に
は

〉

ヰsu

〉

UT

uq
(
靭)

C

牛
hy
ア
牛
、
山川
町
(
繋)

守

的
-

q

ん

uq
(
苫惇)

H

Cコ

uv
戸
刈
叶
uq
(
剖叫)

f
N
m

「h」

「lJ

we
'\

、
♂

山下，
e\
\
布

法令
(
E
J
E時)

llJ

llJ

 

〉
リブ
〉
UT
uq
(
討)

N

lJ

afJ

 

U刊
、
4w
U1
h可
4
uq
(阿国)

N

斗
い\
ヰJ
斗
い\
ヰ.
U守 ‘
(
HP・)

ω
h'h-

、」

(
十
七
頁
の
表
中
「
女」
の
0

0

0
は
0

0

0 、
「
出っ
歯」
の
山市、dy
L
は

1J

 

山司J
Lの
誤
植)
と
なっ
て 、
こ
の
数
字
記
号が
辞
典
全
部の一諸に
つ
い
て

京
都ア
クセ
ン
ト

を
表わ
す
もの
と
し
て
用い
ら
れ
てい
あ 。
私の
よ
うに

従
来か
ら 、

ハ
ナ・
ハ
ナ
ガ

0

ハ
ナ・
ハ
ナ
ガ

1

ア
メ・
ア
メ
カ

2

カ
イコ・
カ
イコ
カ

2

に
慣
れ
てい
る
もの
に
とっ
て
は 、
o
以
外は
結
果
的に
は
各
数
字か
らー

を
引き
去っ
て
計
算
す
る
とい
うこ
と
に
な
る 。
両
者の
違い
は 、
平
山
博

士が
「
下が
る」
ア
クセ
ン
ト

を
基に
し
てい
ら
れ
る
の
に
対し 、
私
な
ど

が
使い
慣
れ
てい
る
の
は
高い
音
節を
基
本に
し
てい
るこ
と
か
ら
来る
結

果で
あ
る 。
こ
の
た
め 、
「
下が
り
め」
の
あ
る
もの
を
「
低」
で
表わ
し

た
ら
とい
う

考を
持っ
てい
ら
れ
る
人
も
あ
る
が 、
「
低」
で
もよ
い
し 、
マ

イ
ナス
「一」
を
用い
て
もよ
い 。
「一」
を
用い
る
と 、

〉
UTW
〉
斗
uq

(O)

、a，

、，a

守

的
"

守

的

法も

(
l
o)

11

1i，

 

川V
牛
い寸w
q
牛
れて
uq

(
C)

可IJ

11-

U1
LXU
U1
k
uq

(
lH・

印)

-H.
ω
印
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「全国アクセント辞典Jを手Kして

下品

、斗

w .
u
、ιf
山ド匂
父
、4
b ，

l」

l」

〉
ヰs.
〉
けT
uq

(円)

EEl--
IEJ

4SIE-
--」

斗
い\
ヰ切
斗
い\
ヰb
uq ，

(N)

と
で
も
な
ろ
う

か 。
京
都ア
ク
セ
ン
ト

を
数
字で
表わ
すの
に
は 、
高い
音

節を
基
準に
し
てい
くと
「
低」
と
か
「
こ
と
か 、
数
字
以
外の
文
字ま

た
は 、
符
号
な
ど
異
質
的な
もの
を
必
要と
す
る 。
こ
れに
反
し 、
日
本
全

国の
ア
ク
セ
ン
ト

を
「
下が
り
め」
で
表わ
す
様
式を
と
れ
ば 、
数
字の
み

で
表
わ
し
得る
と
い
う

特
点が
あ
る 。
特に
京
都
式ア
ク
セ
ン
トで

は
こ
の

感が
深い 。
こ
う
し
て
本
辞
典に
は
「
下が
り
め」
を
基
本と
し
て
全
国ア

ク
セ
ン
ト

を
数
字の
み
で
表わ
そ
う
と
す
る一
元
論
的な
立
場が
と
ら
れ
て

あ
る 。
一
応こ
れ
を
の
み
こ
み 、
使い
慣
れ
て
く
れ
ば 、
た
し
か
に
便
利
な

表
現
方
法で
あ
る 。
カ
イコ
な
ど1
と
3
で
表わ
せ
ば
二
音
節
目の
イが
高

い
こ
と
は一
目に
し
て
分か
る
し 、
オ
ン
ナ
と
ま
ぎ
れ
る
こ
と
も
ない 。
た

だ
「
下が
り
め」
の
「め」
と
い
う

言
葉は 、
た
と
え
ば
カ
イコ
の
コ
の
場

合 、
イの
終り
と
もと
れ
る
し 、
コ
の
前
と
も
と
れ
る
し 、
コ
と
もと
れ

る 。
一
般の
使
用
者の
た
め
に
は
「
拍」
と
か
「
音
節」
と
か
を
用い
た
方

が
誤
解が
少
ない
の
で
は
な
か
ろ
うか 。

な
お 、
私が
大
原
孝
道
氏と
の
共
著
「
山
陰
地
方の
ア
ク
セ
ン
ト」

の
中

に
記
述
し
た 、

第二
類
フ
タ
ツ(こ
っ
て
フ
タ
リ(二

人) 、
フ
タエ
(二
重) 、
ヶ
ヌ

キ
(
毛
抜)
(
ケ
ヌ
キ
は
誤
植)

第四
類
ウ
ラ
ミ

(
恨) 、
コ
ヨ
ミ

(暦)

な
ど 、
本
辞
典で
は
フ
タ
ッ 、
フ
タ
リ 、
フ
タェ 、
ケ
ヌ
キ 、
ウ
ラ
ミ 、

コ
ヨ
ミ
と
なっ
て
い
る 。

(
lN・

仇)

般を
追
うてい
け
ば 、
全
国ア
ク
セ
ン
ト

比
較
表の
う
ち 、
四
五
頁三品目

節
名
詞
第二
類で 、
京
都と
兵
庫と
を
比
較し
て
み
る
と 、
京
都ア
クセ
ン

ト
は 、
0
0
0
型か
ら
O
O
O
型へ
ほ
と
ん
ど
が
変
化を
遂げてい
る 。
四

七
頁
三
音
節
名
詞
第
四
類
も 、
近
世
初
期は
O
O
O
型で
あっ
た
と
推
定
さ

れ 、
現に
兵
庫
県は
O
O
O
型が
ほ
と
ん
どで
あ
る
に
比べ
て 、
京
都は
O

O
O
型に
全
部と
いっ
て
もよレ
ほ
ど
変
化を
遂げ
てい
る 。
こ
の
う
ち
本

書に
は
恨
な
ど
は
ウ
ラ
ミ

(恨) 、
オ
ン
ナ
(女) 、
コ
ヨ
ミ

(暦) 、
ハ
ヤ

シ
(林)
と
記
載さ
れ
て
レ
る 。
(一
般に
は
例
外はハ
サ
ミ 、

ハ
タ
ヶ 、

ホ
ト
ケ
の
三
語
と
い
わ
れ
て
い
る
)
。

事
実
京
都
で
は
ウ
ラ
ミ
型
か
ら
ウ
ラ

、 、
オ
ン
ナ 、
コ
ヨ
ミ 、
ハ
ヤ
シ
と
もア
クセ
ン
ト

が
変りつ
つ
あ
る 。
ま

た
第二
類フ
タ
リ 、
フ
タ
ツ
な
ど
は 、
フ
タ
リ 、
フ
タ
ツ
と
移
行し
て
行
き

つ
つ
あ
る
よ
うで
あ
る 。
動
詞に
あっ
て
も 、
五
九
頁の
三
音
節
第一
類B

は
ア
ケル・
カ
レ
ル
で
あ
る
の
に 、
ウエ
ル 、
ス
テル
と
「
績
え
る 、
捨て

る」
の
み
が
異なっ
て
い
る 。
その
他一
九
頁に
「
育レ」
の
連
用
形が
ア

オ
ク
ナル 、
「
赤い」の
仮
定
形が
ア
カ
ケレパ
な
ど
派
生
節
中に
二
つ
の
ア

ク
セ
ン
ト

の
山が
あ
る 。
こ
の
こつ
の
山に
つ
い
て
は 、
ア
オ
ケレパ
が
無

雑
作
な
発
音 、
丁
寧
な
発
音は
ア
オ
ケレパ
で
あ
る
こ
と
が
注
記さ
れ
て
あ

る 。
東
京ア
クセ
ン
トに

つ
い
て
は 、
例え
ば
「
糸切
歯」
に
は 、
イ
ト

キ

リパ
と
イ
ト

キ
リパ
の
二つ
の
ア
クセ
ン
ト

が
記
載さ
れ
て
あ
る
の
に
対

し 、
京
都に
あっ
て
は 、
二つ
ま
た
は
そ
れ
以
上の
ア
クセ
ン
ト

が
実
在
す

る
場
合に
は 、
その
う
ち
の
優
勢の
方を
採
用し
た
の
で
あ
り
(ア
オ
ケレ

パ
は
丁
寧な
方
を
て
た
と
え
ば
「二つ」
に
は
フ
タ
ツ
と
フ
タ
ッ 、
「
女」

に
は
オ
ン
ナ
と
オ
ン
ナ 、
「
恨」
に
は
ウ
ラ
ミ
と
ウ
ラ
ミ 、

「
植え
る」
に

は
ウエ
ル
と
ウエ
ル 、
「
作る」
に
は
ツ
クル
と
ツ
クル
な
ど 、
現に
こっ
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の
ア
クセ
ン
ト

が
京
都に
行わ
れ
てい
る
の
で
あっ
て 、
本
辞
典は 、
木
辞

典の
ア
クセ
ン
ト

の
提
供
者で
あ
る
純
粋の
京
都
市
内の
出
身
者
十
数
名に

つ
い
て
の
発
音を
検
討し 、
更に
博
士
自
身
編
輯
後
も
京
都に
赴い
て
同一

語に
つ
い
て
二つ
ま
た
は
そ
れ
以
上の
ア
クセ
ン
ト

の
あ
る
場
合 、
その
優

勢な
方が
本
辞
典に
採
用し
て
あ
る 。
し
た
がっ
て 、

引列ッ 、
制ン
ナ 、

ウエ
ル

が
京
都に
は
無い
とい
う

意
味で
は
ない
とい
う
と
こ
ろ
を
特

に
附
記
し
て
お
きたい 。
同
じ
京
都
市
内 、
そ
れ
が
青
年
層に
あっ
て
も 、

人に
よ
り

地
区に
よ
り
ア
クセ
ン
トに
も
既 、
に
新しい
型に
移
行し
た
人 、

まだ
移
行し
ない
人 、
か
な
り

個
人
差の
あ
る
こ
と
を
物
語っ
てい
る 。

なお 、
中
園
地
方の
代
表と
し
て
は
広
島
市ア
ク
セ
ン
ト

が
掲げ
ら
れ
て

い
る
が 、
広
島
全
県の
ア
クセ
ン
ト

の
分
布に
つ
い
て
は 、
昭
和三
六
年一」

月
発
行
予
定の
島
大
論
集に 、
山口
県の
は
問 、
山
陰
文
化
研
究
所
紀
要に

私の
調
査を
掲
載
する
予
定で
あ
る
の
で 、
併せ
て
参
照
し
て
戴
け
れ
ば
幸

で
あ
る 。

かつ
て
私
は 、
「
分
類
方
言
辞
典」
の
書
評の
時 、
立日
韻に
関
する
多
く

の
辞
典の
出
現が
望
ま
しい
といっ
た 。
こ
こ
に
京
都ア
クセ
ン
ト 、

鹿
児

島ア
クセ
ン
ト

な
ら
びに
全国
十四
カ
所の
重
要
地
点の
ア
クセ
ン
ト

を
得

て 、
ま
こ
と
に
喜
びに
堪
え
ない 。一二
五
年
度の
学
界
収
穫の
う
ち 、
劃
期

的
な一
つ
と
し
て
本
辞
典を
広
くお
す
すめ
し
たい 。

そ
し
て
辞
典を
作
成
する
た
め
に 、
四
年の
長い
年
月 、
すべ
て
を
犠
牲

に
し
て
編
纂の
事
業に
当た
ら
れ
た
平
山
博
士を
は
じ
め 、
大
島一
郎 、
加

藤
信
昭 、
後
藤和
彦 、
奥田
千
代
子 、
川
上
静子の
諸
氏 、
こ
と
に
は
じ
め

て
辞
書と
し
て
京
都ア
クセ
ン
ト

を
提
供
さ
れ
た
佐
藤
博 、
浅
野三
郎 、
奥

野
由
紀
子 、
片
山
美
智
子の
諸
氏
外一
O
名の
方々

、
は
る
か
鹿
児
島
生
れ

の
後
藤
道
子
氏 、
金
田
建
郎
氏 、
原因
良
天
氏
外五
名の
方々
に 、
日
夜
本

書を
座
右に
置
く
もの
の一
人と
し
て 、
その
御
辛
労と
御
労
力に
心か
ら

の
敬
'意
を
捧げ 、
御
礼を
申し
述べ
たい 。
(
東
京堂
発
行
一 、
二
O
O
円)

11lili-
-J
1」

注

本
辞
典
の
ア
ク
セ
ン
ト

表
記
は

民
的
M
山下
二
-

U1
ux
uq

ご
二
九
頁 、

一

三
O
頁
多
照)

の
よ
う
な
様
式
で
表
わ
し
て
あ
り 、

京
都
ア
ク
セ
ン

ト
を
示
す
数
字
は
す
べ
て
楕
円
で
包
ん
で
あ
る
が 、

印
刷
の
都
合
で
辞

典
通
り
で
な
い
こ
と
を
お
断
わ
り
し
た
い

。
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